
開会挨拶
京都大学副学長・研究担当理事　　吉川　潔

　おはようございます。研究担当理事・副学長の吉川でございます。　

　本日は、多くの方々に第５回京都大学附置研究所・センターシンポジウムにおいで頂きまして

誠にありがとうございます。

　今朝は、前夜来の雨も上がり、大変春めいた雰囲気になりました。奈良東大寺二月堂の修二

会も昨夜大松明がともされ、関西ではお水取りが終わると春が来ると言われております。

　さて、先ほど総長からのご挨拶にもありましたように、京都大学には１３の附置研と９つの研

究センターがあり、大変広範囲の学術領域で精力的な研究活動を展開しています。これらの研

究所・センターが共同で、これまで４回のシンポジウムを開催し今回は５度目に当たります。

　今回は総合テーマを「京都からの提言－２１世紀の日本を考える」、サブテーマを「グローバ

ル社会に生きる－未来を見据える目－」として、地球温暖化や、エコシステムへの温度効果、

生物多様性など自然科学の話題に加えて、日本の伝統文化や経済といった人文社会系のお話も

組み合せ、京都大学の多様な学術研究の一端をご紹介させていただきたいと考えております。

　また、後半のパネルディスカッションでは、九州大学大学院理学研究院教授の矢原徹一先生、

読売新聞西部本社編集委員の小林清人様にもゲストパネリストとしてご参加いただき、「地方か

ら日本（世界）を変える」というタイトルで、今日我が国が抱える様々な問題について議論をい

ただき現在のこの閉塞感を地方から打ち破っていただきたいと希望しております。

　ちょうど江戸幕府の末期、九州、中国、四国の高い志を持った人たちが京都を舞台に活躍され、

明治維新の大回転を成就されました。今回は、京都からたくさんで福岡の地を訪問させていただ

きましたが、このシンポジウムが我が国に漂うこの閉塞感を打破するきっかけになればと願って

おります。

　朝早くから夕方５時過ぎまでのプログラムではありますが、皆様方には本シンポジウムをご堪

能いただければ幸いに存じます。

　以上簡単ですが、ご挨拶とさせていただきます。（拍手）

　一方、サブプライムローン問題に端を発した経済危機がまたたく間に広がり、日本も大きな影

響をこうむり、いまだ確実な回復の兆しは立っていません。あえいでいる状態にあります。環境・

エネルギー問題も一国では処理できない問題であり、全世界が共同で取り組むべき道を模索し

ております。

　このように全世界的な視点から、多様な国や地域を巻き込んで対応しなければならないグロー

バル社会が現実となっているわけです。

　他方で、地域固有の多様な社会、文化、また生態系などが失われるという危機にも直面して

おります。グローバル社会だからこそ、逆にどのように地域性や多様性を生かしていくのかが大

きな課題となってきているわけです。このシンポジウムが、グローバル社会に生きる私たちにとっ

て、一方ではローカルな視点と挑戦力も高めていく必要があることについて、皆様とともに考える

機会となればと思っております。

　また、京都大学も、京都の地にあるだけでなく、これからの社会において、いろいろな土地に

直接出向いて市民の方々に直接語りかけるということが大変重要なのではないかと思っております。

　先ほども少し話をさせていただきましたが、京都大学は、知の伝承とともに、知の創造に携わ

る研究大学であることが強みでもあり、京都大学附置研究所・研究センターのシンポジウムは先

端的な研究活動の重要な部分を担っている研究所や研究センターがまとまって主催しているもの

でございます。

　京都大学は、京都という独特な環境、文化を持つ地域において、従来の価値体系にとらわれ

ない自由な研究、権力におもねることのない自立した研究をはぐくんでまいりました。その結果、

これまでに京都の地から世界に数多くの重要な研究成果を発信してきています。

　このシンポジウムのもう１つの目的としては、このような伝統と特長を持つ京都大学が取り組ん

でいる基礎研究や先端的な学術研究の成果の一部を皆様にご紹介したいという思いがございます。

　今日ここにお集まりいただいた皆様に感謝申し上げるとともに、このシンポジウムが九州福岡

の地に幾ばくかの貢献をする機会となればと願っております。

　また、最後になりましたが、ご協力をいただいた読売新聞社様にお礼を申し述べたいと思います。

　本日は、お越しいただき、まことにありがとうございました。

　京都大学総長　松本　紘

　代読　川井　秀一

　どうもありがとうございました。（拍手）
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